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医 薬品の適正使用 を 目指 した電光表示装置 （LED ）に よ る

　　静止 ・動画像 を用 い た患者 へ の情報提供 とその評価†
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　We 　conducted 　a　Study　to　esIablish　a　more 　effective 　way 　of 　providing　drug
−r。lated　information

using 　a　hght　emitting 　diode（LED ）board　at　the　waiting 　hall　fbr　outpaIients 　to　improvc　both　the

patients，　interes匸 in　medication 　and 　the　quality　of　mcdication 　consultation 　a ロ he　medication

counter ，

　We 　provjded　various 　of 　information　wiIh 　characters 　as 　well 　as 　still　and 　animated 　picmres　in

color 　on 　an 　LED 　board　installed　beside　the　electric　bulletin　board　f（）r　finished　prescription　num
−

bers　at　the　waiting 　hall　for　outpa 重ients．

　Three　kinds　of　inf6mlation　werc 　presented　jnduding　in　formation　on 　patient　education ，　gen−

eral　information　on 　medication 　and 　recent　topics　on　medication 、

　Of　2530utpa 亡ients，86％ noticed 　the　existence 　of 　this　inf6rmation，　which 　thus　suggested 　that

the　infbmlation　on 　the　LED 　board　had　a　good　visibility ．　In　addition ，80％ of　the　patients　under −

stood 出 e　importance　of　the　rational 　use 　of 　medication 　which 　46％ of 　the　p飢 ients　asked 　a　phar−

macist 　about 　their　own 　 medicine ，

　Furthermore，　this　meIhod 　of 　providing　drug−related 　infommation　 was 　be　an　effective 　means 　te

make 　the　patients　aware 　that　they　should 　play　a　primary　role 　in　achieving 　successfUl 　pharmaco−

therapy ，　to　improve　their　interest　and 　understanding 　in　medication ，　and 　to　increase　Ihe　degree　of

individualized　medication 　consultation ．

　Key　words 　　 light　emitting 　diode（LED ）．　rationa ］use 　of 　medication ，　medication 　consulta
−

tion，　 outpatient ，　related 　informatien

†｝ 冂本薬学会第 117年会 （東京 ：1997年 3月）で 発 表，

†2・3 東京都文京区
．
本郷 7−3−h7 −3−L　Hongo ，　Bunkyo −ku．　Tokyo ，　］t3−8655　Japan

a 硯 ：東京
．
大学医科学研 究 所附属病院
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　医薬品の適正使用 におい て ．医療従事者の み な

らず患者へ の 医薬品情報の 提供は 不可欠で あ り，

これら情報は的確か つ 迅速に提供 され る必要が あ

る．従来 ， 医薬品情報の 提供は ，主 と して医師 ，

薬剤師な どの 医療従事者を対象 として 行われ ，医

薬品 の被使用者で あ り，また薬害の被害者 とな り

うる患者 へ の 情報提供は極 めて 不十分な状況 に置

か れた ままとな っ て い た．　 ・方，医療の 高度化を

始め とする医療環境 の 変化，と りわけ チ ー
ム 医療

の 進展は ，医と薬の 専門的役割分担 を本格化 し ，

こ の 中で薬の 専門家 として薬剤師が患者に対 して

医薬品情報の 提供 と服薬指導 を行 い ，患者自身に

服用 して い る医薬品 につ い て正 しく理解 させ る こ

と は ，医薬品 の適正使用に不 可欠で ある．こ の よ

うな こ と か ら厚生省で は ，平成 8年 4 月よ り医薬

品の 適正使用 の 推進 を図るために t 外来患者に 対

する処方薬剤情報 の 提供を 「薬剤情報提供加算」

と し て 通知 （平成 8 年 3 月29日の 保険発51）した，

　東京大学医学部附属病院 （以下 ，東京大学病院

と記す）で は T 院外処方せ ん を発行 された 患者を

含め ，適正使用 ヒ，相互作用 ，重複投与，副作用

など特に注意すべ き薬剤が 処方 され た外来患者の

す べ て を対象 と して ，処方鑑査時 に 「お薬説明

カ ード」の 交付による情報提供 と服薬指導を実施

し，さ ら に
， 患者に対す る教育啓蒙活動の

一
環と

して 「お薬相談カ ウ ン タ」， 「お薬相談室」を開

設 し．よ り詳細な情報提供 と服薬指導を行 っ て い

る
ID

．し か しな が ら ，これ まで の こ れ ら患者 へ

の情報提供 ，服薬指導の 実績と評価か ら，適正使

用の推進におけ る最大の 問題点は患者自身の 適正

使用 に対する認識 と理 解の 不足があげ られ た．

　本研究で は ，こ の 患者側におけ る問題点の 改善

を目的と して 東京大学病院を受診 し たすべ て の 外

来患者 を対象と し ，患者 を特定 しな い効果的な適

正使用情報の 提供に よ っ て患者啓蒙 をは か るため

に ，外来待合 い ホ
ー

ル に お ける ，会計お よび調剤

薬の 待ち時間を利用 し た 医薬品情報提供法 を構築

し，その評価 を行 っ た．

方 法

1．　 情報提供方法の構築

　情報提供媒体 ：医薬品情報の提供は東京大学病

院を受診 した外来患者の 会計計算 1 調剤薬待ち時

間を利用 し ，必要な情報をわか りやす く，短時間

で効果的に伝達を可能とする
， 調剤薬投薬表示装

置に付設 し た電光表示装置（Light　Emitti・g　Di・d，；

以下 ，LED と略す）を情報提供媒体と し た．

　提供惜報の 内容 ：提供する情報は ，外来を受診

し たすべ て の 患 者を対象と し，医薬品の適正使用

に 必要な内容を，簡潔 に動画お よび静止画像で提

供する こ とを目的 と し， 1）一般的な医薬品の 適

正使用に 関する情報 ，2 ）患 者教育情報， 3）最

近の 医薬品 に 関す る話題 （ト ピ ッ ク ス ）の 3パ

タ ーン と した．さ ら に ，テ レ ビジ ョ ン の コ マ
ー

シ ャ ル タ イ ム に お い て人 の注視力の 持続時間の 観

点か ら最 も望 ま しい とされて い る 15秒 を 1 コ マ の

表示時間に 設定 し ，本院における外来患者の平均

的な待合 い 時間が 14分で ある こ と：を考慮 し て ，3
パ タ ーン を 5分間で繰 り返 し ，少な くとも待合い

時間内に 3 パ ターン が 2回繰 り返 される よう設定

した．

2．　 情報提供法の評価

　構築 した医薬品情報提供法の 評価は ，外来待合

い 患者に 対 して無作為に調査用紙を配布 し て行 っ

た。調査項 目は ，患者の LED に 対する注 目度 ，

提供 した情報内容の 理解度，医薬品適正使用に対

す る患者の 認識度 （表 1）と した．また ，調査期

間は平成 9 年 3 月10日か ら 3 月14日まで の 5 日間

と し た．

表 1．作成 し た 医薬品情報に対する 評価項 目

1，電光表示板か らの 情報に気づ い たか？

2．ながれ てい る情報か ら医 薬品の適正使用 の 大切さがわか っ たか ？

3．薬 につ いて薬剤師に た ずね るき っ か けとなっ たか ？

4．藁につ いて 薬剤師に 相談 したこ とが ある か ？

5，どこ の 薬剤 師に相鱗 したのか ？

6．相談 した 内容は役 に 立 っ た か ？
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結 果

1． 情報提供方法の構築

　作成 した 3パ タ
ーン の 情報の 内容 と具体的な画

面を表 2 と図 1 に示 し た，

　図 1の 1 ）の ト
・
般的な医薬品に 関する情報」

は ，処方の 交付の 有無に関係 なく外来待合い を利

用 するすべ て の 患者 を対象と した 情報 と し て ，患

者 自身が医療用 医薬品 に限 らず OTC をも含 め ，

一般に使用する医薬品につ い て の 適正使用情報 と

し
，

こ れ に よ っ て医師や薬剤師に相談 を促す内容

とした ． 2 ）の 「患者教育情報」は ，患者自身に

よる薬歴 の
一元管理の 意義 ，「お薬手帳」の 作成

とそ の 活用方法な どと した．その 内容 は患者自身

が薬物療法の主 体で あ る こ とを自覚 させ ，医薬品

に対する関心 と理解を深め るための患者教育 ，啓

蒙の 要素を含んだ情報と し た ．さらに 3）の 「最

近の医薬 品に 関す る話題 （トピ ッ ク ス ）」と し て

は ，薬物 間相互 作用 （表 現 上 は 薬の 飲み 合 わ

せ ），特に 点眼薬 と飲み 薬の よ うな意外性の 高 い

内容と し ，患者の 医薬品に対する注意を喚起 する

内容と し た．

　 これ らの 情報提供は ，患者が どの 内容に つ い て

も，ある い は断片的にみ て も何につ い て の情報提

供か が理解で き るよう に
， 文字とイ ラ ス トを組合

わせた情報 とし た．

2．情報提供法 の 評価

　外来待合い ホ ール に お い て 実施 し た患者 へ の

LED に よ る情報提供法 に対す る無作為の 調査に

対し て 253名の 回答を得た （図 2）．

　LED か らの 情報提供に 対す る注 目度に つ い て

は tLED か ら の 医薬品情 報の 存在 に 「気 が つ い

た」と回 答 し た 患者 は 217名 （86％）で あ り，年

齢の 層別解析で は年齢間 に大 きな差は見 られな か

っ た．「気 が つ か な か っ た」と 回 答 し た 36名

（14％）の 患者は ，会計の な い 患者や 院外処方せ

ん の 発行 を受け た患者の 中で ，外来待合 い ホ
ール

で の 待ち時間 の な い 患者で あ っ た （図 3）．

　今回構築 し た LED によ る情報提供法に 対す る

患者の 評価結果を図 4 にまとめた．

　提供 された情報に よ り 「医薬品 の 適正使用の 大

切 さがわか っ た」と回答 し た患者は 202名（約80％ ）

と高 い 効果が得 られた ．ま た ，提供 された情報が

「薬剤師に た ずね る き っ か け とな っ た」と回答 し

た患者 は 122名 （48％ ）で あ り，回答者 の 約 5割

と十分 で は な い もの の 患者か らの薬剤師へ の ア プ

ロ ーチ の きっ か けと して の 有用性が示 された．さ

らに ，たずね た薬剤師は ，院内 と院外の 保険薬局

とがほぼ同数 とな っ て お り，保険薬局 の 薬剤師の

役割の 重要性が示唆された．

考 察

　医薬品の適正使用の ため には ，医師に よる的確

な診断 ， 適正 な処方 ，薬剤師に よ る処方鑑 査と正

確な調剤が 必須で あ り ，
さ ら に 患者自身の 薬物療

法に 対する理 解と正 しい 服用が不可欠で ある．そ

の た め に は ，処方せ ん発行の 有無に か か わらず ，

すべ て の患者に対し，医薬品の 適正使用に関す る

情報提供が行われる必要があ る．

　東京大学病院では ，平成 6年 7 月より，院外処

方せ ん を含め ，処方せ んが交付 され た すべ て の 患

者を対象と して ，表 3 に示すような相互作用 の 回

避 と点眼剤 、吸入 剤など の 適正な使用法の 理解が

必要な注意薬剤を設定 し ，能動的服薬指導を患 者

の 理解度な どに 対応 して 「処方せ ん受付 カ ウ ン

タ」，「お薬相談カウ ン タ」および 「お薬相談室 」

に お い て ，「処方 カ ード」，「お薬 説明 カ ー ド」1

「リーフ レ ッ ト1 による情報提供に 加え ，「薬剤の

実物」，「ピ ク チ ャ
ーカ ー ド」を用 い た多面的服薬

指導を実施 して い る （図 5）．

　 しか しな が ら ，
これら患者 を特定 し た 服薬指導

に 対する評価にお い て ，薬物療法の 当事者で ある

患者自身に お ける医薬品情報の 必要性の 認識度 と

理 解度 の 不足 が こ れまで の 服薬指導記録の 解析や

患者 ア ン ケー トか ら示された．こ の ため ，医薬品

の 適正使用 をさら に推進す るため には ，患者自身

の 適正使用へ の 理 解度 と，「お薬相談カ ウ ン タ 」や

「お薬相談室」の 利 用度 を高め る た め の 方法論の

N 工工
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表 2．提 供 す る 情報 と その 目的

項 目
　　　　　 目

医 薬品 適正使用

　 的

教　育　　啓　蒙

「一般的な医薬 品 に 関 す る 情報」

「患者教 育 情 報」

「最近 の医薬品 に関する 話題」

　　（トピ ッ ク ス ）

　○　　　 　　　 ○

　○　　　　　　 ○

「お薬相談」へ の 誘導

　○ 　　　　　　 ○

○

い て

つ い て

わ せ 」に
’
つ い て

倫

〈 イラ ス ト情報十文字情報〉

　　　　　 図 1．作成 した医薬品情報
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女性 ：152名

（60．1％）

男性 ： 101名

b
（3g’g％）

性別

n ＝ 253

60

50

衡 4°

藪・・

絮 ・。

　 　 10

0 〜10　　　　　〜30　　　　〜50　　　　〜70　　　　　〜 90
〜20　　　　〜40　　　　〜60

　　　　　 年齢分布

〜 80
　　　 年齢

調査期間 ： 1997年3月10 日か ら3月14日 （5 日間）

図 2．提供 した医薬品情報 に 対す る患 者の 評価（その 1）

　 45

　 40

（ 35

§ 3。

癒 25

湘 20

　 　 15

　 　 10

　 　 5

　 　 0
　 〜 10　〜 20　〜30　〜40　〜 50 〜 60　

〜70 〜 80　
〜90

　　　　　　　　　　　年齢

　　　圜 ：気づいた　 n ＝ 217名 （85．8％）

　　　■ ： 気づかない 　n ＝ 36名 （14．2％）

調査期閥 ： 1997年3月 10日から3月14 日 （5日間）

図 3 ．提供 し た医薬品情報に 対す る患者の 評 価 （そ の 2 ）

　　 一
電光表示板 （LED ） か らの 情報に 対する注 目度

一一

構築が 必須 と考え られた．

　そ こ で ，我々 はす べ て の 外来患者が利用 する外

来待合い ホ
ー

ル に お い て ，会計お よび調剤薬の 待

ち時間に着目し ，こ の 時間 を利用 し た患 者へ の 情

報提供法の 確立を試み た．従来検討 し た 方法
5 〕

で

は薬剤部待合室 と い う限られた範囲で の 情報提供

で あ っ た が ，今回 ，我々 は投薬表示装置に付設し

た LED に よる情報提供法を検討 した ．本法は動

画像 と静止画像の 組合わせ ，イ ラ ス トと 文字 の 組

合わ せ た情報提供に よ り，図 3に 明 らか なように

極め て 高 い 注目度が得られ る こ とが大 きな特徴で

ある．さ ら に 情報 の 内容 を，「
一

般 的な医薬品の

適正使用 に関する情報」，「患者 自身に よる薬歴 の

．一元管理 の 重 要性などの教育情報」，「相互作用な

どの 最近の 医薬品に 関する トピ ッ ク ス 」の 3 パ

ターン （図 1）で構成 し ，こ れ らの 内容を 1 コ マ
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　　　　大切 さが わ か ・ た か 　 　 　 　 　 薬剤師に 相談 した こ とがあ るカ、

　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n＝253

　　　　薬剤師にたずね る き っ かけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど こ の薬剤師 に相談 した の か無回答

　　　　　　　図 4．作成 ・提供 した医薬品情報に対する患者 の評価 （そ の 3 ）

患　者

診　察 　室

外来待合 ホール

薬剤 部

処方せ ん 受付

患　者

　　　　　　　　　　
・・・・・・・・・・・……・・

〈情報の 個別化〉

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 処方発行に伴 う

　　　　　　　　　　　　　　　　 医 師に よ る 情報提 供 （個別 ）

　　　　　　　　　　＿■一．■＿．．．．．一■■■．．＿．　〈総括イヒ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　 患者 を特定しな い 情報提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・掲 示板 （薬剤部掲示板 ：ポ ス タ

ー
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 鶸 編 繊 ，　 ．

　　　　　　　　　　・…・・…………．〈
‘
情報の 個別化 〉

　　　　　　　　　　　　　　　　 処方せ ん受付カ ウ ン タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・簡易型 説明カ

ー
ド

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 ・簡易型指導記録表

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 お薬相談 カ ウ ン タ

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 ・詳細な 説明 カ ー
ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・相 互作 用等の 詳細 な説 明

　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 お 薬相談室

　
『一レ ： 惠者のなが れ　　　　　　　 ・詳細 な説明カード

　匚コ ：今回 構築 した情報提供法　　　
・服薬指導予約患者 に対する指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・相 互作用等 の 詳細 な説明

図 5．東京大学病院に お ける外来患者に 対す る医薬品情報提供法

轟
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表 3．東京大学病院に お け る能動 的 服 薬説明の 対象注意薬剤

糶

相互作用の 回避

　テル フ ェ ナジ ン

　ニ ュ
ーキノロ ン系抗菌剤

　シ サ プリド製剤

　マ ク ロ ライ ド系抗生物質

　アゾール系抗真菌剤

　 トリアゾラム

適正な服用
・使用法確保

　 α
一グル コ シ ダ

ー
ゼ阻害薬

　 セ ブ ニ ジル

　イ コ サ ベ ン ト酸 エ チル

エ チ ドロ ン酸ニ ナ トリウム

点眼剤

隈　指 　の ポイ ン ト

マ ク ロ ライ ド系抗生物質 ・ア ゾー
ル系抗真菌剤との併用回避

NSAIDとの併用回避 、 金属カチ オ ン製剤同時服用回避

マ ク ロ ライ ド系抗生物質 ・
アゾール系抗真繭剤との併用回避

テ ル フ ェ ナ ジン、シ サプリド．トリアゾ ラ ム 併用回避

テル フ ェ ナ ジ ン、シ サプリ ド、トリアゾラム併用 回避

マ ク ロ ライ ド系抗生物質 ・ア ゾール系抗真菌剤 との 併用 回避

服用時期 （食直前）、低血糖時の 注意、副作用

鉄剤との 同時服用回避 、 尿
・便着色

服用時期 （食直後）

服用時期 （食間）

点眼閭隔，点 眼滴数、点眼方法

の 表示時間を15秒に 設定 ，さらに ，3パ タ ーンを

5分間で繰 り返すよう設定 した．こ の 結果 ，外来

ホ
ー

ル で の 平均的な患者待 ち時間 14分にお い て ，

少なくと も 3パ ターン が 2巡する こ と に より， 1

回 目で の 注意の 喚起 と，2 回目で の 内容の 理 解を

は か る こ とが可能 とな っ た．今回我々 が構築 した

情報提供法に より，従来型 の パ ン フ レ ッ トなどに

よる情報提供に お け る ，膨 大な数の印刷物の 作成

経費，内容変 更の 不 便 さ，確実な伝達の た め に

個々 の 患者へ の 説明をするため の 薬剤師の 確保な

ど多くの 問題な どに配慮する こ とな く 1 日2000人

を越え る患者 へ の ほ ほ満 足で きる効果的な情報提

供が可能 とな っ た．

　い かな る媒体に よる情報提供に おい て も，患者

へ の情報 を効果的に提供するためには ，薬剤師が

収集 し た情報 を正確に評価 し，患者が理解 しやす

い 内容 に再構築 しなけれ ばな ら な い ．今回我々 が

用い た伝達媒体で あ る LED に お い て も，限られ

た 可能面積の 中で い か に簡潔 にわ か りや すく表現

し 、さらに注視効果を高め る た め に動画 と静止 画

像を効果的に組合わせ るこ とを最 も重視 し て提供

内容 の 構築 を行 っ た．提供する情報は ，薬剤部 に

おい て 独自に作成す る こ とが可能 な こ と か ら ，情

報の 内容は随時更新する こ と が 可能で あ る．

　平成 9年 4 月の 薬剤師法の 改正に よ り，薬剤師

は患者 に対 し て 調剤 し た医薬品の適正使用に必要

な情報の 提供が義務付けられ た こ と に より，医薬

品情報の 提供が医療にお ける薬剤師の 担う重要な

役割 とな っ た ．こ の ため に は ，薬剤師側の み な ら

ず t 適正使用の 当事者で ある患者自身の 医薬品に

対す る認識 と薬物療法に対する理解 を高め る こ と

が必須で あ る．今回我々 が構築 し た LED を活用

した患者を特定 しな い 情報提供法は ，患者か らの

評価 にお い て も，回答が得 られ た約 8割 に お い

て ，適正使 用の 大切 さ が 理 解 されて お り，さ ら

に t 約 5割の 患者が院内お よび保険薬局 の 薬剤帥

に相談する きっ か けとな っ たと回答 して お り，本

方法が患者自身の 医薬品に対する認識を高め るた

め に 有用な情報提供法で あると考え られる．しか

し なが ら，約 3 割の患者が 「薬剤師 に たずね る き

っ か けとな らな い 」と回答 し て お り，こ れは今後

さらに患者の 薬剤師に対す る認識 と医薬品の 適正

使用に対する意識 を高め るため の 努力を行 う必 要

があ る こ と を示唆 して い る．

　本研究 で 構 築 し た ，投 薬表示板 に 付設 した

LED を利用 し た 医薬品 情報の 提供 法は ，　 D 多

数の 外来患 者に対し て 効果的に情報提供 を可能 と

する こ と，2）患者 自身が薬物療法の主体で ある
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こ とを自覚 させ ると ともに ，医薬品に対する関心

度，患者自身に よる薬歴 の ’元管理 の 重要性に対

する理解 を深め るた め の 手段と な る こ と
，

3 ）

「お薬相談カ ウ ン タ」，「お薬相談室」に おける患

者個別の詳細な情報提供 へ の 効果的な誘導手段 と

なる こ とが明 らかとな っ た．
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